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（４）面積が 5ha 未満の広域避難場所 

面積が、5ha 未満の比較的小さい広域避難場所の使用可能面積は、表 4.5 に見られるように、そのほ

とんどにおいて安全面積の占める割合が多く（＝大規模な延焼火災区域に囲まれていない）、想定収容

人数を大きく超えるような事態が生じない限り、安全性は確保できている。 

 

表 4.5 面積が 5ha 未満の広域避難場所（13 箇所） 

区 ｺｰﾄﾞ 名 称 
面積 

(㎡) 

安全 

面積 

(㎡) 

準安全 

面積 

(㎡) 

合計の 

使用可能 

面積(㎡) 

安全面

積の率

(%) 

神奈 

川 

02ー03 県立神奈川工業高校一帯   48,844 7,694 6,460 14,154 54.4 

02ー11 反町公園         23,995 23,522 0 23,522 100.0 

磯子 09ー06 坪呑公園                 35,719 19,171 1,120 20,291 94.5 

金沢 

10ー03 野島公園展望台           10,094 6,890 735 7,625 90.4 

10ー10 野島公園（室ノ木地区）   26,749 26,655 0 26,655 100.0 

10ー11 能見台中央公園           28,931 14,529 3,594 18,123 80.2 

緑 
12ー03 山下小学校一帯           18,433 11,027 778 11,805 93.4 

12ー07 横浜商科大学一帯         33,319 26,315 330 26,645 98.8 

青葉 13ー02 國學院大学グランド       35,850 33,581 0 33,581 100.0 

都筑 14ー06 葛ケ谷公園一帯           45,926 28,888 2,502 31,390 92.0 

戸塚 15ー03 横浜市消防訓練センター   49,582 32,865 2,482 35,347 93.0 

栄 16ー05 金井公園            49,541 37,892 2,573 40,465 93.6 

※安全面積の率：安全面積／合計の使用可能面積*100 

 合計の使用可能面積：安全面積＋準安全面積 

 

 

（５）大規模延焼火災の恐れが低い地域 

１．(3)「大規模延焼火災の恐れが低い地域」でも述べたとおり、これらの地域は、地域の特性や建物

構造等の状況からみて、大規模な延焼火災が発生する可能性がきわめて低いと考えられ、地域住民の自

主的な判断による避難行動で生命の安全が確保されると考えられる地域である。 

そのため、これらの地域は広域避難場所の地区割り当ての対象外とする。 

 

表 4.6 大規模延焼火災の恐れが低い地域の合計面積(広域避難場所と重複する区域を含む) 

区名 大規模延焼火災の恐れが低い地域の対象町丁目 
合計面積

(m2) 

合計面積が、区

全体の面積に占

める割合(%) 

鶴見区 獅子ケ谷二～三丁目の各一部、大黒ふ頭 3,404,868 10.4 

神奈川区 

出田町、大野町、金港町、菅田町の一部、栄町、新浦

島町一～二丁目、鈴繁町、台町、千若町一～三丁目、

鶴屋町一～三丁目、羽沢町の一部、橋本町一～二丁目、

星野町、瑞穂町、守屋町一丁目、山内町 

3,811,707 16.1 

西区 

北幸一～二丁目、楠町、桜木町四～七丁目、高島一～

二丁目、花咲町六～七丁目、みなとみらい一～六丁目、

南幸一～二丁目 

2,130,583 30.8 
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区名 大規模延焼火災の恐れが低い地域の対象町丁目 
合計面積

(m2) 

合計面積が、区

全体の面積に占

める割合(%) 

中区 

相生町一～六丁目、曙町一丁目、伊勢佐木町一～三丁

目、内田町、太田町一～六丁目、扇町一～四丁目、翁

町一～二丁目、尾上町一～六丁目、海岸通一～五丁目、

かもめ町、北仲通一～六丁目、寿町一～四丁目、桜木

町一～三丁目、新港一～二丁目、新山下一～三丁目の

各一部、末広町一～三丁目、住吉町一～六丁目、千歳

町、長者町一～九丁目、常盤町一～六丁目、錦町、日

本大通、羽衣町一～三丁目、富士見町、福富町仲通、

福富町西通、福富町東通、不老町一～三丁目、弁天通

一～六丁目、蓬莱町一～三丁目、本町一～六丁目、本

牧ふ頭、本牧十二天、真砂町一～四丁目、松影町一～

四丁目、万代町一～三丁目、港町一～六丁目、南仲通

一～五丁目、南本牧、三吉町、元浜町一～四丁目、山

下町の一部、山田町、山吹町、弥生町一丁目、横浜公

園、吉田町、吉浜町、若葉町一丁目 

9,379,635 45.4 

南区   0 0.0 

港南区 
上永谷町、笹下四丁目の一部、野庭町の一部、日野六

丁目の一部、日野中央三丁目の一部 
956,389 4.8 

保土ケ谷区 新井町の一部、上菅田町、仏向町の一部 529,448 2.4 

旭区 上川井町の一部、白根町 573,349 1.7 

磯子区 
磯子三丁目の一部、磯子台の一部、氷取沢町の一部、

峰町、森二丁目の一部 
1,626,547 8.6 

金沢区 

海の公園、釜利谷町、幸浦一～二丁目、白帆、並木一

～三丁目、能見台東の一部、八景島、福浦一～三丁目、

みず木町 

7,514,303 24.5 

港北区 
北新横浜一、二丁目の各一部、小机町の一部、新吉田

町の一部、鳥山町の一部、新羽町の一部 
1,998,574 6.4 

緑区 

鴨居町の一部、北八朔町の一部、霧が丘五～六丁目の

各一部、小山町の一部、台村町の一部、寺山町の一部、

十日市場町の一部、長津田町の一部、長津田みなみ台

二～三丁目、新治町の一部、西八朔町の一部、東本郷

町、三保町の一部 

9,466,721 37.2 

青葉区 
美しが丘一、二丁目の各一部、上谷本町、鴨志田町の

一部、下谷本町、寺家町、緑山、元石川町の一部 
3,029,422 8.6 

都筑区 

池辺町、牛久保町の一部、荏田東四丁目の一部、大熊

町、大棚町の一部、折本町、川向町、佐江戸町、茅ケ

崎中央の一部、茅ケ崎東四丁目の一部、中川中央一、

二丁目の一部、東方町 

9,717,163 34.8 

戸塚区 
上品濃、川上町の一部、小雀町の一部、品濃町の一部、

原宿二丁目の一部、東俣野町の一部、平戸町の一部、
3,365,579 9.4 
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区名 大規模延焼火災の恐れが低い地域の対象町丁目 
合計面積

(m2) 

合計面積が、区

全体の面積に占

める割合(%) 

舞岡町の一部 

栄区 

飯島町の一部、笠間三丁目の一部、鍛冶ケ谷一丁目の

一部、金井町の一部、上郷町の一部、公田町の一部、

小菅ケ谷四丁目の一部、田谷町の一部、長尾台町の一

部、中野町の一部 

4,145,280 22.4 

泉区 
池の谷、和泉町の一部、上飯田町の一部、下飯田町の

一部、新橋町の一部、中田町、緑園四丁目 
6,772,527 28.8 

瀬谷区 卸本町の一部、北町の一部 166,987 1.0 

横浜市   68,589,082 15.7 

 

 

（６）指定見直し内容総括 

表 4.7 指定見直し内容 

区 コード 広域避難場所名称 変更内容 

鶴

見

区 

01-01 三ツ池公園 
獅子ケ谷二丁目の一部を大規模延焼火災の恐れが低い地

域の一部指定解除に伴い地区割り当てを編入。 

01-02 総持寺 - 

01-03 東寺尾配水池及び松蔭寺一帯 
新たに建築された小規模住宅敷地は、避難場所として適

用できる空間がないため一部指定解除。 

神

奈

川

区 

02-01 錦台中学校一帯 - 

02-02 浅野学園一帯 - 

02-03 県立神奈川工業高校一帯 - 

02-04 六角橋中学校一帯 - 

02-05 神奈川大学 - 

02-06 南神大寺団地一帯 - 

02-07 
片倉台団地・片倉うさぎ山公

園 
- 

02-08 宮向団地 

羽沢町の一部を新たな大規模延焼火災の恐れが低い地域

に変更。 

羽沢町の一部を大規模延焼火災の恐れが低い地域の一部

指定解除に伴い地区割り当てを編入。 

02-09 西菅田団地 - 

02-10 三ツ沢競技場一帯 
市民病院移転工事 (病院は災害拠点となる)のため一部

指定解除。 

02-11 反町公園 - 

02-12 
浦島丘中学校一帯・浦島小学

校 
- 

西

区 

03-01 紅葉ケ丘一帯 
新たに建築された民間マンションは、避難場所として適

用できる空間がないため一部指定解除。 

03-02 野毛山公園 立ち入りができない区域を一部指定解除。 




